大図研神奈川支部9月例会　　(2009/09/18)
大学出版から学術情報流通の世界が見える! 

概要

グーテンベルクの活版印刷技術が情報流通に革命的変化を齎したのと同様に、現在ではデジタル複製とネット流通が出版、情報流通を大きく変化させている。

各種自然科学系学術雑誌や参考図書などの学術系コンテンツも次々に電子化されるこの流れは今後も続くものと考えられる。

デジタル化によって流通するコンテンツの量は爆発的に増加することとなった。

その一方で問題となるのが、各コンテンツの品質維持と信頼性である。

コンテンツ量増大の大きな要因としてCGMの隆盛が挙げられるが、その代表であるケータイ小説は、純粋にウェブサイトにおける読者人気の高い作品が商品化される、というビジネスモデルがとられており、商品化までの過程において、出版社がその内容に関与することは無い。

つまり、かつては為されていた、コンテンツに対するクオリティコントロール(品質維持)が欠如している状態であり、ゆえにその信頼性も覚束ないものと言える。

大学における機関リポジトリも、「最終稿の登録が困難」、「査読論文と無審査の論文の混在」などにより、同質の信頼性に対する問題を孕んでいる。

今後も加速すると思われるコンテンツのデジタル化と、その流通量の増大には上記のような品質と信頼性に関する問題が含まれている。この状況に対し、出版社はコンテンツの質的保証を果たすことが、図書館はコンテンツを分類、選択し、高品質な情報へのハブとなることが、それぞれの役割となる。

感想

　

コンテンツのデジタル化とその信頼性という主軸のみならず「新聞は勿論のことマンガに至っても読むにはリテラシーを要する」など「枝葉」の部分まで面白く、出版及びコンテンツの現状と未来について認識の深まる非常に興味深いテーマだった。

ネット上のコミュニティにおいては、「インターネットは既存の各メディアの代わりを果たせるのみならず、それらよりも優れた存在で、いずれ旧来のメディアは必要なくなる」といった、いわば「ネット万能論」とでも呼ぶべき意見が相当の賛同を得ているように見受けられる。その一環としてCGMも概ね好意的に受け入れられ、「一億総クリエイター」的な言説も散見されるが、このような主張は、既存のメディアやコンテンツを過小評価しすぎなのではないかという点で、漠然とした違和感を抱かせるものだった。今回のクオリティコントロールと信頼性についてのお話でその違和感の一端が掴めたように思う。

(鶴見大学図書館　佐竹)

